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ま え が き

このソフトウェア説明書は，

Ｋシリーズ ＣＡＦＩＳ ＣＯＵＰＬＥＲ／ＳＣ５ Ｖ０１

について説明したものです。ソフトウェアの使用に先立ち，本書を御一読下さい。

本ソフトウェアのインストレーションを実施するにあたり，その２週間前までに

弊社技術員から本ソフトウェアの最新保守情報をお取り寄せの上，インストレーシ

ョンを実施頂くようお願い致します。また，ご不明な点は弊社の技術員にお問い合

わせ下さい。

尚，本書にて用いる記号の意味は次の通りです。

◆参照� ：本書の中の参照箇所を示しています。

◆参照【】：”適用マニュアル”に記載されているマニュアルの参照箇所を示し

ています。

例：◆参照【１】１．２ ”適用マニュアル”第１項のマニュアル

の１．２を参照。

1997年10月

富士通株式会社

・ ＣＡＦＩＳは、弊社がＮＴＴデータ通信株式会社から使用を承諾されて

いる名称です。

・ 本ソフトウェアは、ＣＡＦＩＳセンタとの接続の目的以外にはご使用で

きません。

All Rights Reserved ，Copyright�富士通株式会社 1997
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１．機能概要

このソフトウェアは以下の機能を備えている。

詳細は、本書の“３．適用マニュアル”に記載のマニュアルを参照する。

Ｋシリーズ ＣＡＦＩＳ ＣＯＵＰＬＥＲ／ＳＣ５は、ＮＴＴのＣＡＦＩＳ

（Credit And Finance Information System ）とのセンタ間接続を支援すること

を目的としたクレジットオンライン制御システムである。

ＣＡＦＩＳ ＣＯＵＰＬＥＲ／ＳＣ５（以降Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ／ＳＣ５また

はＣ－ＣＯＵＰＬＥＲと記述）は、ＣＡＦＩＳとの一般的なオンライン制御、開

閉局電文を含む制御電文の送受信を完全にサポートし、また一般業務電文の制御

情報である通番等の管理も行い、ユーザは業務電文のみを意識してＣＡＦＩＳと

接続することを可能としている。

１．１ オンライン制御機能

通常、オンラインシステムを構築する場合、ユーザは回線アクセスを意識した

プログラムの作成が必要となる。Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲは、オンライン制御部を完

全に取り込んでいる為、ユーザは、Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲとのメッセージのやり取

りのみを意識すれば良い。

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲが完全にサポートする機能としては、回線タイマ監視、電

文の通番管理、開閉局制御、経路選択がある。

１．２ 業務プログラム支援機能

業務プログラムの起動順序や持廻り情報の保存及び送受信メッセージの受け渡

し（ルーティング）順序等業務プログラムのスケジューリングを支援する。

１．３ 運用管理機能

開閉局、業務開始、停止等の運用コマンドを提供する。

１．４ 開発支援機能

ＣＡＦＩＳとの接続試験用シミュレータ、環境設定ユティリティ、仕掛電文印

刷ユティリティ等を提供する。



Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの機能体系を以下に示す。

C-COUPLER のシステム

運用管理サブシステム

運用管理機能

・ コンソールからの運用コマンドの受付と操作

・ タイマの管理

対CAFIS サブシステム

CAFIS 対応機能

・ 対CAFIS との手順の関する管理・制御

・ 対業務プログラムとの電文の流れに関する管理・制御

・ 仕掛電文に対する管理・制御

CAFIS 接続試験シミュレート機能

・ CAFIS 接続試験の機能試験を受ける前準備として使用

される機能試験シミュレート機能

（擬似ＣＡＦＩＳセンタ機能）

ユティリティサブシステム

環境定義作成機能

・ ファイル創成ユティリティ

運用管理支援機能

・ ファイル初期化ユティリティ

CAFIS 対応運用支援機能

・ 仕掛電文印刷ユティリティ

・ 経路状態表示ユティリティ

CAFIS 接続試験シミュレータ支援機能

・ CAFIS 接続試験の機能試験用ユティリティ



２．構成プログラム

このプログラムは、表２．１に示すプログラムから構成されている。

表２．１ 構成プログラム

項目 分 類 プログラム名 バージョン・レベル 備 考

１ 運用管理 ＣＵＰＰＫ０１ Ｖ０１Ｌ＊＊ 運用管理

ＣＵＰＰＰＴＩＭ Ｖ０１Ｌ＊＊ タイマ管理

ＣＵＰＰＣＰＳＴ Ｖ０１Ｌ＊＊ ＰＯＳＴキューイング

２ CAFIS 制御 ＣＵＰＰＰＤＤＸ Ｖ０１Ｌ＊＊ ＣＡＦＩＳ制御

３ リカバリ ＣＵＰＰＲ０６ Ｖ０１Ｌ＊＊ 仕向仕掛精算処理

ＣＵＰＰＲ０７ Ｖ０１Ｌ＊＊ 送信リトライ処理

４ ユティリティ ＣＵＰＵＴＹ０２ Ｖ０１Ｌ＊＊ ファイル創成

ＣＵＰＵＴＹ０３ Ｖ０１Ｌ＊＊ ファイル初期化

ＣＵＰＵＴＹ０７ Ｖ０１Ｌ＊＊ 仕掛電文印刷

ＣＵＰＵＴＹ１１ Ｖ０１Ｌ＊＊ 経路状態表示

５ 接続試験 ＣＡＦＰＴ９１ Ｖ０１Ｌ＊＊ 運用指令処理

シミュレータ ＣＡＦＰＴＤＤＸ Ｖ０１Ｌ＊＊ 機能テスタ

ＣＡＦＰＴ９５ Ｖ０１Ｌ＊＊ 結果印刷

ＣＡＦＰＯＳＴ Ｖ０１Ｌ＊＊ ＰＯＳＴキューイング

６ シミュレータ ＣＡＦＵＴＹ０１ Ｖ０１Ｌ＊＊ 電文データ作成

ユティリティ

ＣＡＦＵＴＹ０２ Ｖ０１Ｌ＊＊ アクションデータ作成



３．適用マニュアル

このソフトウェアに適用されるマニュアルは表３．１に示す通りである。

表３．１ 適用マニュアル

項番 マニュアル名称 マニュアルコード 備 考

１ ＣＡＦＩＳ ＣＯＵＰＬＥＲ解説書 41AL-1920-1

（注１）上記のマニュアルはＣＳＰ用に作成されていますが、ＡＳＰにも適用する

ことが可能です。



４．新機能

このソフトウェアでは、以前のバージョン・レベルに対して次のような機能追

加及び改良がされている。

４．１ Ｖ０１Ｌ０２に対する機能追加・改良

中核機能について、以下の機能追加・改良が行われた。

４．１．１ 取消確認（再）指令に対する異常報告電文受信時の経路フリー機能

エラーコードがＣ１２、１５、３３、６０の場合には取消確認再指令処理をリ

トライし、清算完了後経路を解放する。エラーコードが前記以外の場合には清算

処理を中止し、経路を解放する。これにより、経路ビジーの発生頻度の減少が期

待できる。（注１）

４．１．２ 取消（再）指令に対する異常報告電文受信時の経路フリー機能

エラーコードがＣ１２、１５、３３、６０の場合には業務からの再取消依頼を

待ち、清算完了後経路を解放する。エラーコードが前記以外の場合には経路を解

放する。業務からの再取消依頼時はエラーとする。これにより、経路ビジーの発

生頻度の減少が期待できる。

４．１．３ 経路状態表示機能

仕向経路の使用状態を表示、印刷することができる。（ＣＵＰＵＴＹ１１）

４．１．４ 仕向ルーティング処理レベルエラー時の処理の改善

ＣＡＦＩＳセンタに対して送信異常が多発し、取消確認報告と取消確認再指令

が競合した場合、取消確認再指令を廃棄し、取消確認報告を有効にする。これに

より、従来は内部矛盾発生として取引処理中断（ＡＢＥＮＤ）するケースでも、

処理を続行できるようになった。

４．１．５ 被仕向ルーティング処理レベルエラー時の処理の改善

他社センタから複数の電文を同時に受信した場合、最新電文を有効とする。こ

れにより、従来は内部矛盾発生として取引処理中断（ＡＢＥＮＤ）するケースで

も、処理を続行できるようになった。

４．１．６ 管理情報取得ルーチンの追加

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの運用中に、内部の運用状況、ネット状態を取得可能な

提供ルーチン（ＣＵＰＳＲＩＮＦ）を追加した。

４．１．７ トラブル対応

纊 ＷＡＲＭスタート時に取消確認処理中の場合には、取消確認再指令からリ

スタートする様に変更した。

褜 ＰＯＳＴコマンド送信時に異常が発生した場合、従来はシステム異常とみ

なし、処理を中断していたが、一定回数だけリトライするように変更した。

（注１）エラーコードの詳細については、ＣＡＦＩＳ接続条件書の「障害電文

『取消（再）指令、取消確認（再）指令』に対する異常時の応答処理」を参

照。



５．移行上の注意

以前のバージョン・レベルからこのソフトウェアに移る時には、以下の事項に

留意しなければならない。

５．１ Ｖ０１Ｌ０１からの移行

（１）業務インタフェースの変更点

業務インタフェースの変更点はない。

（２）各メンバの移行

移行が必要なメンバは表５．１に示す通りである。

表５．１ Ｖ０１Ｌ０１からの移行メンバ

ライブラリ名 対象メンバ名 インストール方法 備考

＠ＳＲＣ ＣＵＰＳＴＡＲＴ メンバの入替えをする。

Ｄ ＣＵＰＵＴＣＲＴ 必要に応じて修正する。

Ｄ

Ｘ ＠ＯＢＪ 全メンバ ライブラリ入替え （注１）

Ｌ

Ｉ ＠ＦＤ ＯＴＶＦＩＬＥ メンバの入替えをする。

Ｂ

＠ＪＯＢＤ ＣＵＰＪＯＢＤ 新規に追加する。

（注１）ユーザで修正したＣＬについては、再コンパイルの上ロードモジュールの

入替えをする必要がある。

５．２ Ｖ０１Ｌ０２からの移行

（１）業務インタフェースの変更点

業務インタフェースの変更点はない。

（２）各メンバの移行

移行が必要なメンバは表５．２に示す通りである。

表５．２ Ｖ０１Ｌ０２からの移行メンバ

ライブラリ名 対象メンバ名 インストール方法 備考

ＤＤＸＬＩＢ

全メンバ ライブラリ入替え （注１）

＠ＯＢＪ

（注１）ユーザで修正したＣＬについては、再コンパイルの上ロードモジュールの

入替えをする必要がある。



６．ソフトウェア組合せ

このソフトウェアを使用するときに必要な関連ソフトウェアは表６．１の通り

である。

表６．１ ソフトウェア組合せ

必要条件

項番 必須ソフトウェア 適用Ｖ／Ｌ 備 考

必 須 オプション

１ システム制御 Ｅ９２以降 ○

プログラム

２ ＯＭＦ－ＦＮＡ ○

３ ＤＨＳ ○

４ ＣＯＢＯＬ Ｅ ○ シミュレータ

機能使用時



７．提供媒体形式と内容

このソフトウェアで提供される媒体の内容は、表７．１から表７．３に示す通

りである。

表７．１ 提供媒体形式（ＦＰＤの場合）

種 別 記録密度 識別番号 ライブラリ数 サイズ 枚 数

（フォーマット）

ＦＰＤ 256/2HD 1/2 ～ 2/2 １ 3．5 インチ ２ 枚

フロッピーディスク （1．2MB）

表７．２ 提供媒体形式（ＭＯの場合）

種 別 記録密度 識別番号 ライブラリ数 サイズ 枚 数

（フォーマット）

Ｍ Ｏ 128MB １／１ １ 3．5 インチ １ 枚

表７．３ 提供媒体内容（ＦＰＤ、ＭＯ共通）

格納順番 格納形式 ライブラリ名 内 容

１／２ カスタマイズ要ソース

� ＳＡＶＬＩＢ ＤＤＸＬＩＢ オブジェクトモジュール

２／２ ファイル記述、ＮＳＳ記述



８．ＤＡＳＤ所要量

このソフトウェアのインストレーションを完了した時のＤＡＳＤ所要量の見積

りは表８．１に示す通りである。

表８．１ ＤＡＳＤ所要量

項 番 ライブラリ名 ＤＡＳＤ所要量（ＫＢ）

１ ＤＤＸＬＩＢ １００００ＫＢ （増分値 １０００ＫＢ）



９．インストレーションの手引

このソフトウェアをインストールするための手順を説明する。

本ソフトウェアのインストレーションは、ハードウェア環境の設定とソフトウ

ェア環境の設定の２つに分かれる。

ただし、シミュレータ機能使用時はＨＤＬＣ手順の専用回線モデム無し折り返

しで使用するものとする。

９．１ ハードウェア環境の設定

９．１．１ ＣＡＦＩＳセンタへの接続時

ＮＴＴのＤＤＸ－ＰＳへの接続には、以下のハードウェアが必要となる。

・通信制御装置

（ＡＣＰ）

・回線接続機構１（Ｖシリーズインタフェースで接続する時）

（ＣＦ１）

・回線接続機構３（Ｘシリーズインタフェースで接続する時）

（ＣＦ３）

ＤＴＥ ＤＣＥ

Ｋシリーズ

自社センタ側 ＮＴＴ側

ＤＤＸ－ＰＳ網

ＡＣＰ ＣＦ１ モデム

モデムケーブル

（ＣＦ１に付属）

図９．１ 回線接続形態（Ｖシリーズインタフェースの場合）

ＤＴＥ ＤＣＥ

Ｋシリーズ

自社センタ側 ＮＴＴ側

ＤＤＸ－ＰＳ網

ＡＣＰ ＣＦ３ ＤＳＵ

モデムケーブル

（ＣＦ３に付属）

図９．２ 回線接続形態（Ｘシリーズインタフェースの場合）



９．１．２ シミュレータ折り返し試験時

シミュレータ折り返し試験には以下のハードウェアが必要となる。

・通信制御装置

（ＡＣＰ２以上）

・回線接続機構１（Ｖシリーズインタフェース）

（ＣＦ１）

Ｋシリーズ

直結用ケーブル

（C660-5404-T006） ＣＦ１ Ａ

CAFIS COUPLER 基本部

Ｃ

Ｐ CAFIS COUPLER シミュレータ

ＣＦ１

図９．３ 機能試験ハードウェア環境



９．２ ソフトウェア環境の設定

開 始

提供ライブラリの復元 ９．２．１

被仕向ルート決定出口登録 ９．２．２

被仕向代行応答出口登録 ９．２．３

提供ＣＬ（コマンド）の修正 ９．２．４

構成記述の作成 ９．２．５

装置記述の作成 ９．２．６

ＮＳＳネットワーク記述の作成 ９．２．７

固定フレームの登録 ９．２．８

環境パラメタの設定 ９．２．９

提供コマンドの登録 ９．２．１０

終 了



９．２．１ 提供ライブラリの復元

� 提供ライブラリフロッピィディスクをフロッピィディスク装置に装着後、次の

コマンドを打鍵し、提供ライブラリを復元する。

ＲＳＴＬＩＢ ＬＩＢ－ＤＤＸＬＩＢ，ＴＯＬＩＢ－ＤＤＸＬＩＢ，

ＤＥＶ－ＦＰＤ０，ＲＥＰＬＡＣＥ－＠ＣＲＴ，

ＴＯＤＥＶ－ＤＩＳＫ×××

（注１）ディスク内に同一名のライブラリがないことを確認してから行うこと。

（注２）ＴＯＬＩＢパラメタは必ずＣＵＰＳＬＩＢを指定する。



９．２．２ 被仕向ルート決定出口登録

ユーザ側で作成したプログラム（ＥＢ）をＤＤＸＬＩＢへ登録する。または同

プログラムの存在するライブラリをＣ－ＣＯＵＰＬＥＲ用ジョブ記述

（ＣＵＰＪＯＢＤ．ＤＤＸＬＩＢ）中のジョブライブラリリストに追加する。こ

のとき出口ルーチン内で使用するサブルーチン、ファイル等も同様に考慮するこ

と。

作成要領は、“ＣＳＰ ＣＡＦＩＳ ＣＯＵＰＬＥＲ解説書”を参照のこと。

◆参照【１】３．１

９．２．３ 被仕向代行応答出口登録

ユーザ側で作成したプログラム（ＥＢ）をＤＤＸＬＩＢへ登録する。または同

プログラムの存在するライブラリをＣ－ＣＯＵＰＬＥＲ用ジョブ記述

（ＣＵＰＪＯＢＤ．ＤＤＸＬＩＢ）中のジョブライブラリリストに追加する。こ

のとき出口ルーチン内で使用するサブルーチン、ファイル等も同様に考慮するこ

と。

作成要領は、“ＣＳＰ ＣＡＦＩＳ ＣＯＵＰＬＥＲ解説書”を参照のこと。

◆参照【１】３．１



９．２．４ 提供ＣＬの修正

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲと連携する業務ジョブの運用を管理するＣＬを

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ提供コマンド（ＣＬ）中に組み込むことが出来る。カスタマ

イズの可能な提供コマンドを表９．１に示す。なおＣ－ＣＯＵＰＬＥＲが使用す

るＣＬはすべてソース提供する。

表９．１ カスタマイズ可能なＣＬ

コマンド名 機 能 備 考

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの運用を開

ＣＵＰＳＴＡＲＴ

始する。

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの運用を停

ＣＵＰＳＴＯＰ

止する。

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ使用ＶＬＤ Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ使用

ＣＵＰＰＤＡＣＴ ＶＬＤ名の変更を行った

のＤＥＡＣＴを行う。 ときに修正する。

ＣＡＦＩＳ制御

ＣＵＰＤＡＣＴ３ （ＣＵＰＰＰＤＤＸ）使用 同 上

ＶＬＤのＤＥＡＣＴを行う。

仕向仕掛精算タスク

ＣＵＰＤＡＣＴ６ （ＣＵＰＰＲ０６）使用ＶＬＤ 同 上

のＤＥＡＣＴを行う。

リトライ送信タスク

ＣＵＰＤＡＣＴ７ （ＣＵＰＰＲ０７）使用ＶＬＤ 同 上

のＤＥＡＣＴを行う。

タイマ監視タスク

ＣＵＰＤＡＣＴＴ （ＣＵＰＰＰＴＩＭ）使用ＶＬ 同 上

ＤのＤＥＡＣＴを行う。

カスタマイズの際は、以下の点に注意する。

・業務ジョブが使用するＶＬＤ名とＣ－ＣＯＵＰＬＥＲが使用するＶＬＤ名は

重複してはならない。

・Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ使用ＶＬＤ名は、環境設定パラメタのＰＲＧ文で指定し

たＶＬＤ名と一致していること。

・Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲジョブの起動順序を変更してはならない。

・被仕向業務ジョブはＣ－ＣＯＵＰＬＥＲのＣＡＦＩＳ制御ジョブより先に起

動しなければならない。またＣ－ＣＯＵＰＬＥＲの全ジョブが終了した後、

終了させなければならない。



・仕向業務ジョブは、Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの全ジョブが起動された後に起動し

なければならない。またＣ－ＣＯＵＰＬＥＲの全ジョブより先に終了させな

ければならない。

・提供直後のＣＬ（ソース、ＥＢ）は、ユーザカスタマイズ部分を含んでいな

い。Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲのコマンドとユーザコマンド（ＣＬ）を独立して運

用するのであれば、このオブジェクトをそのまま使用しても良い。その場合

は、被仕向業務ジョブはＣＵＰＳＴＡＲＴより先に起動し、終了時は

ＣＵＰＳＴＯＰ後に終了させなければならない。また仕向業務ジョブは

ＣＵＰＳＴＡＲＴ後に起動し、ＣＵＰＳＴＯＰより先に終了させなければな

らない。

・コンパイル時（ＣＬ）のパラメタは、

ＰＲＯＭＰＴ－＠ＹＥＳ

ＤＩＣ－ＣＵＰＣＭＤＦＬ．ＤＤＸＬＩＢ

を指定すること。



９．２．５ 構成記述の作成

９．２．５．１ 基本部使用時の構成記述の作成

� ＳＩＰメニューを起動する。

� 回線の定義メニューで、接続チャネルのＡＣＰ／ＬＡＮ接続を選択する。

� 回線記述名（回線物理機番名）と回線アドレスの登録を行う。

回線記述名は、ＤＤＸ－ＰＳ網への接続用に入側と出側の２つを定義する。

（定義例）

回線記述名 回線アドレス

ＬＩＮＥ０１ ０１０Ａ （入側）

ＬＩＮＥ０２ ０１０Ｂ （出側）

９．２．５．２ シミュレータ使用時の構成記述の作成

� ＳＩＰメニューを起動する。

� 回線の定義メニューで、接続チャネルのＡＣＰ／ＬＡＮ接続を選択する。

� 回線記述名（回線物理機番名）と回線アドレスの登録を行う。

回線記述名は、専用回線への接続用に入側と出側の２つを機能試験用に定義す

る。基本部用の回線記述は本番運用で使用するものをそのまま使用する。

（定義例）

回線記述名 回線アドレス

ＬＩＮＥ０１ ０１０Ａ （基本部入側）

ＬＩＮＥ０２ ０１０Ｂ （基本部出側）

ＬＩＮＥ０３ ０１０Ｃ （シミュレータ入側）

ＬＩＮＥ０４ ０１０Ｄ （シミュレータ出側）



９．２．６ 装置記述の作成

９．２．６．１ 基本部使用時の装置記述の作成

� ＳＩＰメニューを起動する。

� 装置定義メニューで一般リモート装置を選択する。

� 以下に示すように装置の定義を行う。

（定義例）

装置記述名 ＣＯＭＰＤＤＸ （注１）

パス名 ＣＵＰＰＡＴＨ （注２）

・ノード名 ＣＵＰＮＯＤＥ （注２）

モデル名 Ｍ

ワークステーション種別 ＮＯ

メッセージ記述名 空白

・ライブラリ名 空白

プログラムプロダクト名 ＶＴＡＭ

（注１）Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲのＤＤＸ－ＰＳ用のＶＴＡＭファイル記述はメ

ッセージユニット名をＣＯＭＰＤＤＸとしているのでこの名前を定義

する。もし本装置記述名を変更するときは同時にＶＴＡＭファイル記

述（ＩＮＶＴＭＦ）のメッセージユニット名及び環境設定も同時に変

更する必要がある。

（注２）ＮＳＳネットワーク記述のＣ－ＣＯＵＰＬＥＲ用回線グループのパ

ス名、ノード名と一致していること。



９．２．６．２ シミュレータ使用時の装置記述の作成

� ＳＩＰメニューを起動する。

� 装置定義メニューで一般リモート装置を選択する。

� 以下に示すように装置の定義を行う。

（定義例）

装置記述名 ＣＯＭＰ９２ （注１）

パス名 ＳＩＭＰＡＴＨ （注２）

・ノード名 ＳＩＭＮＯＤＥ （注２）

モデル名 Ｍ

ワークステーション種別 ＮＯ

メッセージ記述名 空白

・ライブラリ名 空白

プログラムプロダクト名 ＶＴＡＭ

（注１）Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの回線折り返し用のＶＴＡＭファイル記述は

メッセージユニット名をＣＯＭＰ９２としているのでこの名前を定義

する。もし本装置記述名を変更するときは、富士通技術員に連絡し、

関連資源の入れ替えを行わなければならない。

（注２）ＮＳＳネットワーク記述のシミュレータ用回線グループのパス名、

ノード名と一致していること。



９．２．７ ＮＳＳネットワーク記述の作成

９．２．７．１ 基本部使用時のＮＳＳネットワーク記述の作成

ＣＴＬＮＥＴコマンドによりＮＳＳネットワーク記述の作成を行う。

設定値を以下に示す。

００１ ＧＲＯＵＰ ＣＵＰＧＲＰ

００２ ＬＩＮＫ ＣＵＰＬＩＮＫ

００３ ＮＯＤＥ ＣＵＰＮＯＤＥ

００４ ＰＡＴＨ ＣＵＰＰＡＴＨ

図９．１ 基本部用ＮＳＳネットワーク記述



グループ名 ＣＵＰＧＲＰ （注１）

手順 ＨＤＬＣ

回線種別 ＰＡＣＫＥＴ

応答モード ＡＤＭ／ＡＢＭ

局指定 Ｃ

変調モード ＮＯＲＭＡＬ

応答遅延時間 ３

ポーリング監視時間 ３０

回線網インタフェース Ｘ （注２）

連続受信数 ８

ダイヤル抑制時間 ６００

ＭＬＰ接続 ＮＯ

ロギング採取 ＹＥＳ

パケット網種別 ＤＤＸ８０

論理チャネル ０ １ ０ １ ＰＶＣ

自局加入者番号 １２３４５６７ （注２）

ウィンドウサイズネゴシエーション加入

ＮＯ

スループットクラスネゴシエーション加入

ＮＯ

パケットサイズネゴシエーション加入

ＮＯ

着信課金加入 ＮＯ

送信デフォルトウィンドウサイズ

２

受信デフォルトウィンドウサイズ

２

送信デフォルトパケットサイズ １０

受信デフォルトパケットサイズ １０

最大パケット長 １０２４

送受信バッファ個数 ０



最大同時発呼数 １２

ＳＱパケット無応答リトライ回数

２

ＳＱパケット監視時間 １８０

ＣＲパケット無応答リトライ回数

２

ＣＲパケット無応答監視時間 ２００

ＣＱパケット無応答リトライ回数

２

ＣＱパケット無応答監視時間 １８０

ＲＱパケット無応答リトライ回数

２

ＲＱパケット無応答監視時間 １８０

相手局ビジーリトライ回数 ２

相手局ビジーリトライ間隔 １２０

相手局ビジー再発呼保留時間 ６００

データリンク確立ＳＱパケット送信

ＮＯ



リンク名 ＣＵＰＬＩＮＫ （注１）

Ｉ／Ｏ割込みロギング ＹＥＳ

ロギングデータ長 １０２４

ＳＴＲＮＳＳ時活性 ＹＥＳ

ＲＲロギング ＹＥＳ

ファームロギング ＹＥＳ

回線速度 ９６００ （注２）

入側物理機番名 ＬＩＮＥ０１ （注３）

出側物理機番名 ＬＩＮＥ０２ （注３）

モデム同期信号 ＳＴ２



ノード名 ＣＵＰＮＯＤＥ （注４）

マクロロギング ＹＥＳ

ネットワーク内位置 ＴＨＲＯＵＧＨ

自局ＤＬＣアドレス ０３

相手局ＤＬＣアドレス ０１

ＤＬＣ活性リトライ回数 ７

ＤＬＣ活性リトライ間隔 ５

無効応答リトライ回数 ７

無効応答リトライ間隔 ０

無応答リトライ回数 ７

無応答リトライ間隔 ０

自局ビジーリトライ回数 ６４

自局ビジーリトライ間隔 ３

相手局ビジーリトライ回数 ６４

相手局ビジーリトライ間隔 ５

ＤＭ受信リトライ回数 ７

セション確立タイミング ＯＰＥＮ

連続送信回数 ７

回線切断制御 ＹＥＳ

回線切断局 ＣＬＵＳＴＥＲ

回線切断タイミング ＮＯＲＭＡＬ

セション保留監視時間 １

Ｉフレーム応答監視時間 ＊

接続形態 ＰＶＣ

論理チャネルグループ番号 ０

論理チャネル番号 １

相手局端末形態 ＰＴ

接続方法 ＩＮＯＵＴ

ウィンドウサイズ指定 ＹＥＳ



スループットクラス指定 ＹＥＳ

パケットサイズ指定 ＹＥＳ

送信ウィンドウサイズ ２

受信ウィンドウサイズ ２

送信スループットクラス ８

受信スループットクラス ８

送信パケットサイズ １０

受信パケットサイズ １０

ＤＴパケット無応答監視時間 ０

相手局受信不可監視時間 ０

Ｄビット ＯＦＦ



パス名 ＣＵＰＰＡＴＨ （注４）

セション確立リトライ回数 ７

セション確立リトライ間隔 １５０

セション開放監視時間 ６０

（注１）ユーザ任意の名前を設定する。

（注２）回線加入形態によってユーザごとに異なるので適切な値を設定する。

（注３）構成記述の回線物理機番名と一致すること。

（注４）装置記述のパス名、ノード名と一致すること。



９．２．７．２ 折り返し試験用ＮＳＳネットワーク記述の作成

ＣＴＬＮＥＴコマンドによりＮＳＳネットワーク記述の作成を行う。

設定値を以下に示す。

００１ ＧＲＯＵＰ ＣＵＰＧＲＰ （基本部用）

００２ ＬＩＮＫ ＣＵＰＬＩＮＫ

００３ ＮＯＤＥ ＣＵＰＮＯＤＥ

００４ ＰＡＴＨ ＣＵＰＰＡＴＨ

００５ ＧＲＯＵＰ ＳＩＭＧＲＰ （シミュレータ用）

００６ ＬＩＮＫ ＳＩＭＬＩＮＫ

００７ ＮＯＤＥ ＳＩＭＮＯＤＥ

００８ ＰＡＴＨ ＳＩＭＰＡＴＨ

図９．２ 試験用ＮＳＳネットワーク記述



基本部用グループ

グループ名 ＣＵＰＧＲＰ （注１）

手順 ＨＤＬＣ

回線種別 ＦＩＸＥＤ

応答モード ＮＤＭ／ＮＲＭ

局指定 Ｐ

変調モード ＮＯＲＭＡＬ

動作モード ＦＵＬＬ

応答遅延時間 ３

ポーリング監視時間 ３０

回線網インタフェース Ｖ

送受信バッファ長 １０２４

送受信バッファ個数 ０

連続受信数 ３

接続形式 ＰＰ

ＲＳ制御 ＮＯ

キャリアＯＦＦ検出 ＮＯ

自局ＩＤ 省略（空白）

ロギング採取 ＹＥＳ

局間ポーリング ０



リンク名 ＣＵＰＬＩＮＫ （注１）

Ｉ／Ｏ割込みロギング ＹＥＳ

ロギングデータ長 １０２４

ＳＴＲＮＳＳ時活性 ＹＥＳ

ＲＲロギング ＹＥＳ

ファームロギング ＹＥＳ

回線速度 ４８００

入側物理機番名 ＬＩＮＥ０１ （注２）

出側物理機番名 ＬＩＮＥ０２ （注２）

モデム同期信号 ＳＴ１



ノード名 ＣＵＰＮＯＤＥ （注３）

マクロロギング ＹＥＳ

ネットワーク内位置 ＦＮＡ－ＣＬＵＳＴＥＲ

自局ＰＵアドレス ００

相手局ＰＵアドレス ０１

相手局ＤＬＣアドレス ０３

ＸＩＤ処理 ＮＯ

相手局ＩＤ 省略（空白）

ＤＬＣ活性リトライ回数 ７

ＤＬＣ活性リトライ間隔 ５

無効応答リトライ回数 ７

無効応答リトライ間隔 ０

無応答リトライ回数 ７

無応答リトライ間隔 ０

ポーリングサービス間隔 ０

レスポンス監視時間 １５

自局ビジーリトライ回数 ６４

自局ビジーリトライ間隔 ３

相手局ビジーリトライ回数 ６４

相手局ビジーリトライ間隔 ５

連続送信回数 ７



パス名 ＣＵＰＰＡＴＨ （注３）

自局ＬＵアドレス ０１

セション確立リトライ回数 ７

セション確立リトライ間隔 １５０

セション確立監視時間 ６０

セション解放監視時間 ６０



シミュレータ用グループ

グループ名 ＳＩＭＧＲＰ （注１）

手順 ＨＤＬＣ

回線種別 ＦＩＸＥＤ

応答モード ＮＤＭ／ＮＲＭ

局指定 Ｓ

変調モード ＮＯＲＭＡＬ

動作モード ＦＵＬＬ

応答遅延時間 ３

ポーリング監視時間 ３０

回線網インタフェース Ｖ

送受信バッファ長 １０２４

送受信バッファ個数 ０

連続受信数 ８

接続形式 ＰＰ

ＲＳ制御 ＮＯ

キャリアＯＦＦ検出 ＮＯ

自局ＩＤ 省略（空白）

ロギング採取 ＹＥＳ



リンク名 ＳＩＭＬＩＮＫ （注１）

Ｉ／Ｏ割込みロギング ＹＥＳ

ロギングデータ長 １０２４

ＳＴＲＮＳＳ時活性 ＹＥＳ

ＲＲロギング ＹＥＳ

ファームロギング ＹＥＳ

回線速度 ４８００

入側物理機番名 ＬＩＮＥ０３ （注２）

出側物理機番名 ＬＩＮＥ０４ （注２）

モデム同期信号 ＳＴ１

リモートパワーオン対象 ＮＯ



ノード名 ＳＩＭＮＯＤＥ （注３）

マクロロギング ＹＥＳ

ネットワーク内位置 ＦＮＡ－ＨＯＳＴ

自局ＰＵアドレス ０１

相手局ＰＵアドレス ００

自局ＤＬＣアドレス ０３

ＸＩＤ処理 ＮＯ

相手局ＩＤ 省略（空白）

無効応答リトライ回数 ７

無効応答リトライ間隔 ０

無応答リトライ回数 ７

無応答リトライ間隔 ０

自局ビジーリトライ回数 ６４

自局ビジーリトライ間隔 ５

相手局ビジーリトライ回数 ６４

相手局ビジーリトライ間隔 ５

連続送信回数 ７



パス名 ＳＩＭＰＡＴＨ （注３）

自局ＬＵアドレス ０２

相手局ＬＵアドレス ０１

セション確立リトライ回数 ７

セション確立リトライ間隔 １５０

送信ページング値 ０

受信ページング値 ０

送受信最大ＲＵ長設定 ＮＯ

ＳＳＣＰメッセージ送出 ＮＯ

セション確立監視時間 ６０

セション解放監視時間 ６０

（注１）ユーザ任意の名前を設定する。

（注２）構成記述の回線物理機番名と一致すること。

（注３）装置記述のパス名、ノード名と一致すること。



９．２．８ 固定フレームの登録

ＣＡＦＩＳ制御タスク（ＣＵＰＰＰＤＤＸ）は本ソフトウェアのメインタスク

であるので、動作環境は十分余裕を持たせることが望ましい。その為提供コマン

ドＣＵＰＳＴＡＲＴ中では、ジョブの動作フレームに固定フレーム

（ＣＵＰＦＲＭ１）を指定してある（フレーム名は変更可）。ユーザはこの固定

フレームをシステムに登録する必要がある。

ＣＲＴＦＲＭ ＦＲＭ－ＣＵＰＦＲＭ１，ＶＳＩＺＥ－３２，

ＲＳＩＺＥ－１６

登録した固定フレームは次回のＩＰＬ操作以後使用可能となる。



９．２．９ 環境設定パラメタの設定

� 環境パラメタ設定手順

開 始

ＣＵＰＵＴＣＲＴ起動

ＤＨＳによる環境設定

ＰＦ１０

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ

管理ファイルの作成 （自動的に行われる）

終 了



� 環境定義体一般形式

キー 区 分 パ ラ メ タ 本 文

9（2） Ｘ（５） Ｘ（７５）

キー ：ファイル内のキー項目。

区分 ：定義体の種類を表す。

パラメタ本文：環境設定パラメタを設定する。

� 環境定義体の構成

ＥＮＤ

‥‥ 終了文

ＲＯＴＨ

‥‥ 電文ルート環境文

ＲＯＴＳ （被仕向）

‥‥ 電文ルート環境文

ＰＲＧ （仕向）

‥‥ プログラム環境文

ＮＥＴ

‥‥ 回線環境文

ＦＩＬＥ 最大１０枚

‥‥ ファイル環境文

ＳＴＡＲＴ

‥‥ 開始文

� 各環境定義文のフォーマット

・開始文（環境定義の開始指示）

０１ ”START” コ メ ン ト

9（2） Ｘ（5） Ｘ（75）



・ファイル環境文（Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲで使用するファイルの定義）

仕向電文 ＣＡＦＩＳ 現 新

１０ ”FILE ” 管理ファイル 指定コード パスワード パスワード

ブロック数 （１６進） （１６進） （１６進）

9（2） Ｘ（5） ９（4） Ｘ（8） Ｘ（8） Ｘ（8）

暗

号 仕向電文

化 管理ファイル コメント

フ ブロック数

ラ

グ

Ｘ ９（4） Ｘ（40）

・回線環境文（回線メッセージユニット名、会社コードの定義）

業務 自社 回線 会社サブ

２０ ”NET ” 持廻り コード メッセージ コード コメント

情報域長 （16進） ユニット名 （16進）

9（2） Ｘ（5） ９（4） Ｘ（14） X（8） Ｘ（8） X（39）

・プログラム環境文（Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲで使用するＶＬＤ名の定義）

タスク宛先ＶＬＤ名

３０ ”PRG ”

� � � � � �

9（2） Ｘ（5） 9（3） 9（3） 9（3） 9（3） 9（3） 9（3）

ＰＯＳＴ宛先ＶＬＤ名

� � � コメント

開始 終了 開始 終了 開始 終了

9（3） 9（3） 9（3） 9（3） 9（3） 9（3） Ｘ（37）



・電文ルート環境文（仕向／被仕向）（業務で使う電文ルート表の定義）

４０ ”ROTS ” ル ー ト 表 コ

から （仕向） 電文ルート メ

５９ ”ROTH ” コード � � � � � � ン

（被仕向） ト

9（2） Ｘ（5） Ｘ（20） X（3） X（3） X（3） X（3） X（3） X（3） X（35）

（最大１０ルート）

・終了文（環境定義の終了指示）

９９ ”END ” コ メ ン ト

9（2） Ｘ（5） Ｘ（75）



� 環境パラメタ詳細

区 分 項 目 名 内 容

仕向電文管理 仕向電文管理ファイルの総ブロック数を定義す

ファイルブロック数 る。必須入力。ゼロでないこと。

ＣＡＦＩＳ ＣＡＦＩＳセンタからセンタ毎に指定されたパ

指定コード スワードを１６進形式で指定する。必須入力。

Ｆ 現パスワード 自社パスワードを１６進形式で指定する。

必須入力。接続試験時およびパスワードクリア

を行う時は、オール９（”F9F9F9F9”）を指定する。

Ｉ 新パスワード 自社パスワードを変更する時、１６進形式で新

パスワードを指定する。スペースかオールゼロ

の時はパスワード変更なしとみなす。接続試験

時は、オール９（”F9F9F9F9”）を指定する。

Ｌ

暗号化フラグ 電文暗号化の有無を指定する。

暗号化を行う ：�Ｙ�かスペース

暗号化を行わない：�Ｎ�

Ｅ 上記以外の値を指定した時はエラーとなる。

シミュレータ使用の時は�Ｎ�を指定する。

本番運用時は必ず�Ｙ�を指定する。

経路管理 仕向経路数＋１を指定する。

ファイルブロック数 現在のＤＤＸ接続は６経路固定のため、７を指

定する。

区 分 項 目 名 内 容

被仕向時の受信電文を業務プログラムへ渡す場

業務持廻り情報域長 合の連絡メッセージ内にセットする業務持廻り

情報域の長さをバイト数で定義する。

必須入力。ゼロでないこと。

Ｎ 自社コード ＣＡＦＩＳ加入時の自社コードを１６進形式で

（１６進表記） 指定する。必須入力。スペースでないこと。

Ｅ 回線メッセージ ＣＡＦＩＳと接続する回線のメッセージユニッ

ユニット ト名を指定する。ＶＴＡＭファイル記述のメッ

セージユニット名，ＳＩＰの接続装置名と等し

Ｔ いこと。必須入力。

ＣＡＦＩＳ加入時の会社サブコードを１６進形

会社サブコード 式で指定する。必須入力。

（１６進表記） 会社サブコードを使用していない場合は、オー

ルゼロ（”F0F0F0F0”）を指定する。



区 分 項 目 名 内 容

ＣＡＦＩＳ制御ジョブ（ＣＵＰＰＰＤＤＸ）の

制御用宛先ＶＬＤ名を指定する。

タ � ００１～９９９までの任意の値でよいが、

他ジョブの使用ＶＬＤと重複してはならない。

ス 必須入力。

ク ＣＡＦＩＳ制御ジョブ（ＣＵＰＰＰＤＤＸ）の

� 被仕向用宛先ＶＬＤ名を指定する。

宛 設定条件は�に等しい。

先 ＣＡＦＩＳ制御ジョブ（ＣＵＰＰＰＤＤＸ）の

� 仕向用宛先ＶＬＤ名を指定する。

Ｖ 設定条件は�に等しい。

Ｐ

Ｌ � タイマ監視ジョブ（ＣＵＰＰＰＴＩＭ）の宛先

ＶＬＤ名を指定する。設定条件は�に等しい。

Ｄ

Ｒ � 仕向仕掛清算ジョブ（ＣＵＰＰＲ０６）の宛先

名 ＶＬＤ名を指定する。設定条件は�に等しい。

� 送信リトライジョブ（ＣＵＰＰＲ０７）の宛先

Ｇ ＶＬＤ名を指定する。設定条件は�に等しい。

ＰＯＳＴコマンドキューイングジョブ

Ｐ 開始 （ＣＵＰＰＯＳＴ３）の宛先ＶＬＤ名を指定す

Ｏ 通知宛先 る。００１～９９９までの任意の値でよいが、

Ｓ � 他ジョブの使用ＶＬＤと重複してはならない。

Ｔ 必須入力。

宛

先 終了 同 上

Ｖ 通知宛先

Ｌ

Ｄ � 未使用。

名

� 未使用。



区 分 項 目 名 内 容

電文ルートコード 当ルートに付ける名前を定義する。

スペースでないこと。最大１０ルート定義可能。

Ｒ

Ｏ 電文の通行経路をＶＬＤ名で定義する。通過点

Ｕ 進 は最大６である。電文発信元は通過点とはなら

Ｔ 行 ないので、電文発信元のＶＬＤ名は定義しては

Ｓ 経 � ならない。

（Ｈ） 路 数値か“ＣＵＰ”であること。“ＣＵＰ”は

情 Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲタスク宛先を意味する。

（注） 報

�～� 同 上

（注）“ＲＯＵＴＳ” ： 仕向ルート定義

“ＲＯＵＴＨ” ： 被仕向ルート定義

（定義例）

仕向 ： 業務ジョブ１ → Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ → 業務ジョブ２

（ＶＬＤ ０５０） （ＶＬＤ ０５１）

ルートコード ： “ＳＲ０１”

定義 ： ４０ＲＯＵＴＳＳＲ０１ ＣＵＰ０５１

被仕向 ： Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ → 業務ジョブ１ → Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ

（ＶＬＤ ０５０）

ルートコード ： “ＨＲ０１”

定義 ： ５０ＲＯＵＴＨＨＲ０１ ０５０ＣＵＰ



９．２．１０ 運用コマンドの登録

以下のＣＬをコマンド分割ファイル（ＸＵＣＭＤＦ．ＸＵＣＭＤＬ）及び利用

者共通ライブラリ（ＸＵＣＬ）に登録する。

以下、運用管理コマンド

�運用開始コマンド ＣＵＰＳＴＡＲＴ コマンド分割ファイル（注）

�オンライン開始コマンド ＣＵＰＳＯＮＬ 利用者共通ライブラリ

�オンライン終了コマンド ＣＵＰＰＯＮＬ 利用者共通ライブラリ

�運用終了コマンド ＣＵＰＳＴＯＰ コマンド分割ファイル（注）

以下、ユティリティコマンド

�ファイル初期化 ＣＵＰＵＴＩＮＴ コマンド分割ファイル（注）

�仕掛電文印刷 ＣＵＰＵＴＵＮＹ コマンド分割ファイル（注）

�環境設定 ＣＵＰＵＴＣＲＴ 利用者共通ライブラリ

以下、シミュレータコマンド

�機能テスタ起動 ＣＡＦＳＴＡＲＫ 利用者共通ライブラリ

�開局 ＣＡＦＯＰＥＮ コマンド分割ファイル（注）

�試験 ＣＡＦＴＥＳＴ 利用者共通ライブラリ

�閉局 ＣＡＦＣＬＯＳＥ 〃

�機能テスタ停止 ＣＡＦＳＴＯＰＫ 〃

�試験キャンセル ＣＡＦＣＡＮ 〃

�プリント ＣＡＦＰＲＩＮＴ 〃

�電文データ作成 ＣＵＰＵＴＣＡＦ 〃

（注）当コマンドをコマンド登録後、ＣＡＬＬで実行するときはパラメタの省略

（デフォルト値採用）は出来ない。必ずパラメタを明に指定すること。

例 ○ － ＣＡＬＬ ＣＵＰＳＴＡＲＴ．ＤＤＸＬＩＢ，（ＷＡＲＭ）

× － ＣＡＬＬ ＣＵＰＳＴＡＲＴ．ＤＤＸＬＩＢ

（Ｓ０８２６：“受け渡されたパラメタブロックに誤りがある”

のエラーとなる）



１０．インストレーション正常終了の確認方法

ここではインストレーション操作完了後のインストレーション正常終了の確認

方法について述べる。

正常終了の確認は最終的にはＣＡＦＩＳセンタとの接続試験時可能となるが、

接続試験シミュレータを用いることによりインストレーションの成否を確認する

ことができる。

１０．１ 確認手順

開 始

ＣＵＰＵＴＣＲＴ 環境設定

ＣＵＰＵＴＣＡＦ シミュレータ電文作成

ＳＴＲＮＳＳ シミュレータ用ＮＳＳ起動

ＣＡＦＳＴＡＲＫ 機能テスタ起動

ＣＡＦＯＰＥＮ シミュレータ開局準備（自社）

ＣＵＰＳＴＡＲＴ Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ起動

開局完了メッセージ

ＣＡＦＴＥＳＴ 被仕向テストの時は、ＣＡＦＴＥＳＴ

または 仕向テストの時は、ＰＯＳなどにより

売 上 処 理 クレジット売上を行う。

ＣＡＦＣＬＯＳＥ シミュレータ閉局準備（自社）

ＣＵＰＳＴＯＰ Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲ停止

閉局完了メッセージ

ＣＡＦＳＴＯＰＫ 機能テスタ停止

終 了



１１．動作環境のチューニング

インストレーション終了後、Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの運用は可能となるが、ここ

では業務ジョブを含めたＣＡＦＩＳ接続システム全体の性能チューニング方法に

ついて述べる。

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの動作環境は、提供ライブラリ中でチューニングされてい

るため本ソフトウェア利用者は特に意識する必要はない。従ってここでは主に業

務ジョブの環境設定時留意すべき事項について述べる。

� Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲと同時に動作するジョブが使用する資源（ファイル等）

は、Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲライブラリ（ＤＤＸＬＩＢ）と別のディスクボリュー

ムに配置し、ディスクアクセスの負荷分散を行う。別ボリュームへの配置が困

難な場合は、同一ボリューム中でできるだけ近い位置に配置する。

� ＣＡＦＩＳ接続システムと他のシステムのジョブ（特にバッチジョブ）の同

時運用は出来るだけ避ける。

� ＣＡＦＩＳ業務ジョブの実記憶は十分確保する。（実記憶容量不足は、ペー

ジングを多発させ、システム性能を著しく低下させる）

� ＣＡＦＩＳ接続システムを構成するジョブの優先度は、送信時は

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲに近い程、受信時はＣ－ＣＯＵＰＬＥＲから遠い程高く設

定する。

� 業務ジョブ構成プログラムが十分デバッグ済なら、コンパイル時の

ＣＨＥＣＫパラメタを＠ＮＯにすることにより使用メモリの減少，実行速度の

向上が期待できる。

� Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲは全ジョブで仮想記憶６１４４ＫＢ，実記憶９６０ＫＢ

を必要とする。この値が確保できない場合は、システム性能の低下が予想され

るので極力上記の値は確保すること。特に仕向制御ジョブは安定した動作を確

保するため固定フレームを使用することが望ましい。また実記憶容量に余裕が

ある場合は、メモリ管理をページ方式にしてみることもシステム性能の向上に

効果がある。 ◆参照�９．２．８



１２．業務ジョブのタイマ監視サポート

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲが正常に動作している限り、業務プログラムは発信した電

文に対して必ず何らかの報告電文を受け取る。しかしＣ－ＣＯＵＰＬＥＲダウン

や業務ルートダウン時には、報告電文の受信が不可能になる場合がある。このよ

うな事態に備えて業務ジョブは報告電文待ちタイマ監視をすることが望ましい。

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲはユーザが容易にタイマ監視システムを構築できるよう、

タイマルーチンを提供する。ユーザはこのサブルーチンを用いてタイマ監視シス

テムを構築できる。以下にこのルーチンの使用法について述べる。

１２．１ 呼出法

ＣＡＬＬ ‘ＴＷＡＩＴ’ ＵＳＩＮＧ 待時間 作業領域

１２．２ パラメタ説明

� 待時間 ＰＩＣ ９（６） ＣＯＭＰ ＳＹＮＣ．

ＣＡＬＬしてから復帰するまでのＷＡＩＴ時間を秒単位で指定する。

� 作業領域 ＰＩＣ Ｘ（６４） ＳＹＮＣ．

作業領域。領域を確保するだけで良い。

１２．３ 機能

パラメタの“待時間”で指定された時間だけＷＡＩＴし、復帰する。



１３．その他注意事項

本ソフトウェアを使用する上で注意すべき点を述べる。

� Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲのジョブをシステムコマンド等（CANJOB、REFSYS）で強

制終了したときＣ－ＣＯＵＰＬＥＲの管理ファイルに不整合が発生し、

Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの運用コマンドCUPSTART（WARM）、CUPUTINT（WARM）等が実行

不能になる場合がある。このような場合はユティリティCUPUTCRT（環境設定）

を使用してＣ－ＣＯＵＰＬＥＲ管理ファイルの再創成を行うか、

CUPUTINT（COLD）コマンドを投入してＣ－ＣＯＵＰＬＥＲ管理ファイルの初期化

を行う必要がある。（CUPSTART（COLD）も実行可能）

� 電文データ作成ユティリティ（ＣＡＦＵＴＹ０１）はコンパイル時多数のコ

ピー句を組み込む為、大きな翻訳用作業用領域を必要とする。従ってＷＯＲＫ

パラメタの値は大きめに指定する必要がある（１０００ＫＢ以上必要）。

� 機能テスタ起動コマンドＣＡＦＳＴＡＲＫを使用する前は、必ず電文データ

作成コマンドＣＵＰＵＴＣＡＦを使用してアクションファイルを再作成しなけ

ればならない。この操作を行っていない場合、Ｃ－ＣＯＵＰＬＥＲの動作は保

証しない。

� ＣＡＦＩＳシミュレータは、ＶＬＤの５１０、５１４、５８６，５８７を固

定で使用するため、他のジョブはこのＶＬＤを重複して使用してはならない。



付録．１ メッセージの説明

追加・変更となったメッセージについて説明する。

付１．１ 追加メッセージの説明

CUP2504I

デンブンハイキ ケイロフリー （aaaa，bbbb，cc，dddddd，eeeeeeeeeeeeeeeeeee）

［出力される場合］

取消再指令電文受信時に，該当経路が開放されている。

［パラメタの意味］

aaaa ：経路番号

bbbb ：電文種別

cc ：センタ識別番号

dddddd ：CAFIS 処理通番

eee － e：電文管理キーコード

［システムの処理］

電文を破棄する．業務プログラムには異常報告電文（Z01：CAFIS への送信不能

を通知する．

CUP2912I

CUPPPRTM CAFISセンタ ビジー ジュシン（aaaa，bbbbbb，cccccccccccccccccccc）

［出力される場合］

仕向において，取消確認（再）指令に対して異常報告を受信した．

［パラメタの意味］

aaaa ：電文種別

bbbbbb ：仕向処理通番

ccc － c：電文管理キーコード

［システムの処理］

取消確認再指令をリトライする．

CUP2913I

CUPPPRTM デンブンハイキ（a，b，cccc，dddddd，eeeeeeeeeeeeeeeeeeee，ffff，gggg）

［出力される場合］

ルーティング管理（ルーティング処理レベルチェック）で電文破棄条件が発生

した．

この条件は電文連続受信及び送信電文と受信電文の競合の場合に発生する．

［パラメタの意味］

a ：仕向または被仕向の区分 （S － 仕向， H- 被仕向）

b ：C-COUPLER 内部ルーティング処理コード

cccc ：電文種別

dddddd ：仕向処理通番

eee － e：電文管理キーコード

ffff ：連絡メッセージのルーティング処理レベル

gggg－ c：電文管理ファイル内のルーティング処理レベル

［システムの処理］

電文を破棄する．業務プログラムに復帰コード＝�０�で正常復帰する．


